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2 広報いしかわ　１０月号

目
標
は 

　

高
く 

見
聞
を 

　

広
め 

平
成
１５
年
度 

石
川
町
中
高
生
国
際
交
流
事
業 

世
界
世
界
へ
は
ば
た
ば
た
こ
う 

!!

世
界
世
界
へ
は
ば
た
ば
た
こ
う 

!!

世
界
へ
は
ば
た
こ
う 

!!

目
標
は 

　

高
く 

見
聞
を 

　

広
め 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

研
修 

特集 

　

第　

回
目
と
な
る
中
高
生
の
国
際
交
流
事
業
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

１４

が
、
７
月　

日
か
ら
８
月
７
日
ま
で
の　

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

２９

１０

今
年
派
遣
さ
れ
た
の
は
中
学
生　

人
、
高
校
生
２
人
の　

人
。

１２

１４

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首
都
・
シ
ド
ニ
ー
の
北
約
１
８
０
㎞
に
位
置
す
る

レ
イ
ク
マ
コ
ー
リ
ー
市
、
ウ
エ
ス
ト
・
ウ
ォ
ー
ル
ゼ
ン
ド
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
の
訪
問
や
そ
の
生
徒
宅
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
ほ
か
、
シ
ド
ニ
ー
、
ケ

ア
ン
ズ
で
の
研
修
な
ど
、
何
も
か
も
初
め
て
の
体
験
、
英
語
力
の
挑
戦
な

ど
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
も
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

　

団
長
の
西
牧
立
博
町
長
ら
引
率
者
４
人

を
含
む　

人
の
派
遣
団
は
７
月　

日
、
総

１８

２９

合
体
育
館
前
で
出
発
式
を
行
い
、
バ
ス
で

成
田
空
港
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　

中
高
生
の
み
な
さ
ん
は
、
も
ち
ろ
ん
初

め
て
の
海
外
。
国
際
線
を
利
用
し
た
、
出

国
、
入
国
手
続
き
な
ど
、
シ
ド
ニ
ー
に
到

着
す
る
ま
で
緊
張
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

待
・
不
安

は
じ
め
て
の
海
外

期期



3広報いしかわ　１０月号

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
 

● 
カカドゥカカドゥ 
国立公園国立公園 

ピナクルズピナクルズ 
● 

ゴールドゴールド 
コーストコースト 

● 

シドニー●シドニー● 
アデレードアデレード 
● 

● 
パースパース 

● 
ケアンズケアンズ 

● 
エアーズロックエアーズロック 

● 
クーパービディクーパービディ 

● 
キャンベラキャンベラ 

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
 

● 
カカドゥ 
国立公園 

ピナクルズ 
● 

ゴールド 
コースト 

● 

シドニー● 
アデレード 
● 

● 
パース 

● 
ケアンズ 

● 
エアーズロック 

● 
クーパービディ 

● 
キャンベラ 

語
は
通
じ
た
？

何
も
か
も
ド
キ
ド
キ
の
日
々

英英

前
事
後
学
習
も

真
剣
そ
の
も
の

事事
　

出
発
の
日
を
迎
え
る
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
目
標
を
掲
げ
、
期
待
と
不
安
を
抱
き

な
が
ら
、
４
回
の
事
前
学
習
を
行
い
ま
し

た
。

　

石
川
中
学
校
の
佐
藤
悦
子
先
生（
引
率
）

に
よ
る
英
会
話
講
座
で
は
、
あ
い
さ
つ
や

日
常
会
話
の
学
習
を
し
た
り
、
国
際
理
解

教
育
指
導
員
の
フ
ィ
オ
ナ
先
生
、
前
英
語

指
導
助
手
の
ポ
ー
ル
先
生
か
ら
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
な
ど
、

真
剣
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

３
日
目
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
生

徒
と
の
対
面
に
、
ホ
ッ
ト
す
る
子
ど

も
た
ち
。
登
下
校
や
授
業
を
一
緒
に

受
け
る
姿
は
、
と
て
も
頼
も
し
く
感

じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
休
日
も
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
一
緒
に
過
ご
し
、
単
語
を
並
べ

た
英
語
や
通
じ
な
け
れ
ば
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
と
、
笑
顔
で
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

７
月　

日
�

２９

　

総
合
体
育
館
出
発

　

成
田
空
港
か
ら
一
路
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
シ
ド
ニ
ー
へ

７
月　

日
�

３０

　

シ
ド
ニ
ー
着

　

動
物
園
、
ミ
セ
ス
・
マ
コ
ー
リ
ー
ズ
岬
、

シ
ド
ニ
ー
湾
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
見
学

７
月　

日
�

３１

　

レ
イ
ク
マ
コ
ー
リ
ー
市
ウ
エ
ス
ト
・
ウ

ォ
ー
ル
ゼ
ン
ド
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
対

面
式

　

引
率
者
は
レ
イ
ク
・
マ
コ
ー
リ
ー
市
長

を
表
敬
訪
問

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
ボ
ウ
リ
ン
グ

で
交
流

８
月
１
日
�

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
登
校
、

授
業
を
受
け
る

　

記
念
植
樹

８
月
２
日
�
〜
３
日
�

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
す

８
月
４
日
�

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
遠
足

８
月
５
日
�

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
登
校
、

そ
し
て
別
れ

　

シ
ド
ニ
ー
市
内
見
学

　

一
路
、
ケ
ア
ン
ズ
へ

８
月
６
日
�

　

ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗
り
、
グ
リ
ー
ン
島
で

シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
体
験
、島
内
観
察
学
習

８
月
７
日
�

　

ケ
ア
ン
ズ
を
出
発
、
成
田
空
港
へ

　

バ
ス
で
石
川
町
へ
無
事
帰
町

▲添田靖葉さんと…

▲熊田静香さんと… ▲記念植樹のようす

▲ケアンズ・グリーン島で…。

▲濱田和馬さんと…

▲事後学習で感想文を
　まとめる研修生

程程

行行

表表



4 広報いしかわ　１０月号

10年 
姉妹校 

石
川
中
学
校
 

ウ
エ
ス
ト
ウ
ォ
ー
ル
ゼ
ン
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
 

石
川
中
学
校
 

ウ
エ
ス
ト
ウ
ォ
ー
ル
ゼ
ン
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
 

オーストラリア 日　本 

　

平
成
６
年
度
に
は
、
中
高
生

　

人
、
成
人
３
人
を
オ
ー
ス
ト

２８ラ
リ
ア
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

帰
国
後
の
９
月　

日
〜　

日
ま

２４

２８

で
の
５
日
間
、
平
成
５
年
か
ら

交
流
を
深
め
て
い
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ウ
エ
ス
ト
・
ウ
ォ
ー

ル
ゼ
ン
ド
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の

生
徒　

人
を
受
け
入
れ
、
そ
の

２１

年
派
遣
さ
れ
た
中
高
生
の
家
庭

な
ど
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月　

日
に
は
、
石

２６

川
町
役
場
分
庁
舎
会
議
室
で
、

石
川
中
学
校
と
ウ
エ
ス
ト
・
ウ

ォ
ー
ル
ゼ
ン
ド
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
と
の
姉
妹
校
提
携
合
意
の
調

印
式
が
行
わ
れ
、
今
年　

年
を

１０

迎
え
ま
し
た
。

　

８
月　

日
、
役
場
分
庁
舎
会
議
室
で
研

２６

修
報
告
会
が
、
生
徒
、
保
護
者
な
ど
約　
６０

人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

石
川
中
学
校
の
安
田
良
一
先
生（
引
率
）

と
研
修
生
が
「
緊
張
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
の
対
面
」
な
ど
に
つ
い
て
、
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
思
い

出
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
３
人
の
班
長
が
代
表
発
表
を

行
い
、
研
修
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
な
ど
、
楽
し

か
っ
た
研
修
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

心
と
こ
こ
ろ
は
国
境
を
越
え
る

当
時
の
写
真　

右
か
ら
石
川

中
学
校
・
棚
瀬
英
一
校
長
、

西
牧
庸
子
さ
ん
、
味
戸
隆
祥

さ
ん
、
同
ス
ク
ー
ル
、
ス
コ

ッ
ト
・
マ
ッ
ク
リ
ー
ス
テ
ー

さ
ん
、
ス
テ
ー
シ
ー
・
カ
ー

ト
ラ
イ
ト
さ
ん
、
教
師
の
デ

イ
ビ
ィ
ド
・
ツ
イ
ー
ド
さ
ん

　

一
回
り
も
二
回
り
も
大
き
く
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
配
し
て
い
た
言
葉
の

違
い
の
壁
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
も
っ
と
感
じ
た
の
は
、
日
本
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
近
さ
で
し
た
。
こ
の

す
ば
ら
し
い
経
験
を
い
ろ
ん
な
所
で
活
か

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

何
よ
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
良
か
っ
た
で

す
。
普
通
で
は
出
会
え
な
い
人
と
出
会
え

た
し
、
そ
の
中
で
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、

心
で
通
じ
合
え
る
す
ば
ら
し
さ
を
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕
に
と
っ
て
、

こ
の
研
修
は
一
生
心
に
残
る
体
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

《代表》学法石川高校３年
遠藤　秀昭さん（当町）

学法石川高校１年
添田　昌宏さん（双里）

　
　

歳
ま
で
に
、
も
う
一
度
行
っ
て
み
た

２１
い
で
す
。
そ
の
時
は
、
１
年
間
の
Ｖ
Ｉ
Ｓ

Ａ
を
取
っ
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
に

挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。
外
国
の
人
た
ち

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、

僕
は
海
外
が
好
き
に
な
っ
た
し
、
自
信
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

《副代表》石川中学校３年
鹿岡　愛さん（南町）

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

思
い
出
を
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て



5広報いしかわ　１０月号

　

石
川
町
で
は
、
平
成
２
年
度
の
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
へ
の
研
修
を
始
ま
り
に
、
平
成

３
年
度
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
変
更
し
、

派
遣
事
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、

送
り
出
し
て
き
た
研
修
生
は
、
中
高
生
な

ど
３
１
７
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
研
修
生
は
、
す
で
に　

歳
３０

を
越
え
、
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
圓
谷
量
二
さ
ん

な
ど
、
日
本
の
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
石

川
町
出
身
の
子
ど
も
た
ち
４
人
を
追
跡
調

査
し
て
み
ま
し
た
。

第８回平成９年度派遣
圓谷　量二さん（東京都）

　

海
外
へ
の
好
奇
心
で
行
き
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
で
は
単
語
で
通
じ
た
の
で
、
友
だ

ち
に
も
な
れ
た
し
、
楽
し
く
研
修
で
き
ま

し
た
。
研
修
内
容
を
英
語
弁
論
大
会
で
発

表
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

安
積
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
工
科
大
学

に
進
学
し
、
現
在
２
年
生
で
す
。
来
年
成

人
式
を
迎
え
ま
す
が
、
責
任
の
持
て
る
社

会
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第５回平成６年度派遣
西牧　庸子さん（東京都）

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
英
語
は
少
し

で
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
研
修
が
キ
ッ

カ
ケ
と
な
り
、
英
語
の
勉
強
が
し
た
く
て

安
積
女
子
高
校
（
現
安
積
黎
明
高
校
）
に

進
学
後
も
塾
通
い
を
し
ま
し
た
。

　

上
智
大
学
に
入
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
年
に
３
、
４
回
海
外
に
行
き
、
今
年
の

春
ま
で
１
年
間
、
ア
メ
リ
カ
に
も
留
学
し

ま
し
た
。

第３回平成４年度派遣
伊藤（遠藤）桂子さん（静岡県）

　

初
め
て
の
海
外
、
あ
ま
り
英
語
力
に
自

身
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
外
国
人
と

接
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。

　

大
妻
女
子
短
大
を
卒
業
後
、
第
一
勧
業

銀
行
（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
に
入
社
、
静
岡

に
嫁
ぎ
主
婦
１
年
目
で
す
。
学
生
時
代
か

ら
今
で
も
、
年
に
１
、
２
回
は
海
外
に
行

き
見
聞
を
広
め
て
い
ま
す
。

第１回平成２年度派遣
加藤健太郎さん（宮城県）

　

私
は
ア
メ
リ
カ
で
す
が
、
行
っ
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
英
語
が
半
分
く
ら
い

し
か
通
じ
ず
、
悔
し
か
っ
た
こ
と
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
と
て
も
親
切
で
、
夜
の

街
を
案
内
し
て
く
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で

す
。

　

東
海
大
学
を
卒
業
後
、
仙
台
市
の
河
北

新
報
社
に
入
社
し
、
夕
刊
の
記
事
を
書
く

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
取
材
、
原
稿
、
編

集
ま
で
こ
な
し
て
い
ま
す
。

▲平成６年度の受け入れでのようす

日
本
各
地
で
活
躍 

!!

日
本
各
地
で
活
躍 

!!

中
高
生
な
ど
 

317
人
を
派
遣
 

がん

ば れ



6 広報いしかわ　１０月号

私
た
ち
の
代
表

決
ま
る
　!!

人 

1818

石
川
町
議
会
議
員
一
般
選
挙 

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
が
９
月
７
日
行
わ
れ
、　

人
１８

の
新
し
い
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
に
は
、新
人
５
人
を
含
む　

人
が
立
候
補
し
、投
票
率
は
前
回（　

・

２１

９０

　

％
）
を
下
回
る　

・　

％
で
過
去
最
低
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

００

８７

３８

　

議
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今
後
の
ご
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

　

町
議
選
後
は
じ
め
て
の
臨
時
議
会
が
９

月　

日
、
役
場
二
階
の
議
場
で
開
か
れ
議

１７
長
、
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
選
挙
で
は
、
酒
井
利
治
議
員
が
指

名
推
選
に
よ
り
当
選
。
ま
た
、
副
議
長
選

挙
で
は
、矢
内
清
一
議
員
が
当
選
さ
れ
、両

議
員
が
就
任
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
総
務
、
産
業
建
設
、
文
教
厚

生
の
各
常
任
委
員
、
議
会
運
営
委
員
の
選

任
、
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
議
会

議
員
の
選
出
、
県
中
地
域
水
道
用
水
供
給

企
業
団
議
会
議
員
、
須
賀
川
地
方
広
域
消

防
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議

会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
矢
内
義
將
さ
ん
の
町
監
査
委
員

の
選
任
が
行
わ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

な
お
、
各
委
員
会
の
委
員
長
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
総
務
常
任
委
員
会　
　
　
　
　
　
　

　

委
員
長
・
大
野　
　

峯　
　
　
　
　
　

■
産
業
建
設
常
任
委
員
会　
　
　
　
　

　

委
員
長
・
�
谷　

健
市　
　
　
　
　
　

■
文
教
厚
生
常
任
委
員
会　
　
　
　
　

　

委
員
長
・
中
村
孝
太
郎　
　
　
　
　
　

■
議
会
運
営
委
員
会　
　
　
　
　
　
　

　

委
員
長
・
二
瓶　

義
雄

▲私たちの代表となられた１８人の新議員のみなさん

第１８代　副議長

矢内　清一さん

第１８代　議　長

酒井　利治さん

副
議
長
に
矢
内
清
一
さ
ん

を
選
出

議
長
に
酒
井
利
治
さ
ん

、
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町
議
会
議
員
の
当
選
証
書
付
与
式
は
、

９
月
８
日
、
役
場
第
一
会
議
室
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
の
鈴
木
正
保
委
員

長
か
ら
当
選
者
一
人
ひ
と
り
に
当
選
証
書

が
手
渡
さ
れ
、「
町
民
の
付
託
に
こ
た
え
、

議
会
の
役
割
を
発
揮
し
て
、　

世
紀
に
ふ

２１

さ
わ
し
い
石
川
町
の
た
め
に
活
躍
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

開
票
結
果
を
見
る
と
、
二
期
目
に
臨
ん

だ
大
野　

峯
さ
ん
が
１
、
１
４
２
・
３
９

９
票
を
獲
得
し
、
昭
和
合
併
後
の
昭
和　
３０

年
以
来
、
史
上
最
多
で
ト
ッ
プ
当
選
を
飾

り
ま
し
た
。　

ま
た
、
現
職
で
は
、
我
妻

滋
夫
さ
ん
が
連
続
８
期
目
の

当
選
を
果
た
し
、
新
人
で
は
、

遠
藤
貢
蔵
さ
ん
が
８
１
１
票

で
２
位
、
角
田
忍
さ
ん
が
７

０
９
票
で
６
位
、
永
沼
一
夫

さ
ん
が
６
３
７
票
で　

位
と

１２

健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

　

今
回
当
選
さ
れ
た
議
員
の

任
期
は
、
平
成　

年
９
月　

１５

１５

日
か
ら
平
成　

年
９
月　

日

１９

１４

ま
で
の
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身

近
な
議
会
で
す
。
議
員
さ
ん

に
は
、
今
後
の
ご
活
躍
を
大

い
に
期
待
し
ま
す
。

　

今
回
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
は
、
議
員

定
数　

人
に
対
し
て
、　

人
が
立
候
補
し
、

１８

２１

９
月
２
日
か
ら
５
日
間
に
わ
た
り
、
熱
い

選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
の
投
票
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
町
内　

の
投
票
所
で
行
わ

２１

れ
ま
し
た
。

　

各
投
票
所
の
投
票
率
を
見
ま
す
と
、　
９０

％
を
越
え
た
の
は
赤
羽
投
票
所
が　

・　
９３

９０

％
と
前
回
に
続
い
て
一
番
高
か
っ
た
の
に

次
い
で
、
曲
木
投
票
所
が　

・　

％
、
中

９３

６１

田
投
票
所
の　

・　

％
な
ど
、　

投
票
所

９３

２０

１０

で
し
た
が
、
全
体
で
は　

・　

％
と
過
去

８７

３８

最
低
の
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
票
は
午
後
８
時
か
ら
町
体
育
館
で
行

わ
れ
、
会
場
で
は
約
１
５
０
人
ほ
ど
の
町

民
の
み
な
さ
ん
が
見
守
る
中
、
開
票
結
果

が
発
表
さ
れ
る
と
大
き
な
ド
ヨ
メ
キ
や
、

た
め
息
の
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

投票率
（％）

当日有権者数（人）
投票所

計女男

81.892,6611,4041,257石　川

83.621,795952843当　町

92.78485240245外　槙

90.00800404396新　田

87.691,251621630沢　田

93.90410214196赤　羽

89.31421202219山　沢

88.62334176158山　形

82.56344183161南山形

90.20551265286板　橋

92.771668383北山形

87.721,279684595双　里

91.44327173154谷　沢

90.44281137144谷　坂

93.20618316302中　田

88.02726372354母　畑

88.20305146159上母畑

90.7320595110羽貫田

89.04903460443中　野

93.61501250251曲　木

86.67690351339塩　沢

87.3815,0537,7287,325合　計

《各投票所の投票率》

得票総数候補者名当落

1,142.399　大野　　峯当選

811.000遠藤　貢蔵当選

801.239中村孝太郎当選

729.000矢吹　重光当選

711.000岡部　　恒当選

709.000角田　　忍当選

708.537矢内　清一当選

706.000深谷　勝彦当選

693.462矢内　義將当選

666.000二瓶　義雄当選

652.000�谷　健市当選

637.000永沼　一夫当選

618.000前田　武明当選

521.760中村　　弘当選

511.543酒井　利治当選

500.000平田　文男当選

493.000我妻　滋夫当選

490.600秋山　　孝当選

482.456酒井　勝利次点

224.000鈴木　勝男

193.000鈴木　茂正

《各候補者の得票結果（得票順）敬称略》

▲鈴木正保選挙管理委員長から当選証書を受ける遠藤貢蔵さん

当
選
証
書
を
付
与

当
選
さ
れ
た　

人
に

１８

投
票
率

　

・　

％
と
過
去
最
低
の

８７

３８
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介
護
保
険
の
主
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
要
介
護
度

ご
と
に
利
用
で
き
る
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
者
は
、
こ
の
限
度
額
の
範
囲
内
で
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
、
費
用
の
１
割
を
自
己
負
担
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
食
費
の
一

部
、
日
常
生
活
費
な
ど
も
負
担
し
ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
限
度
額
及
び
自
己
負
担
額

要
介
護
度

要
支
援

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

利
用
限
度
額

６
万
１
、５
０
０
円

　

万
５
、８
０
０
円

１６
　

万
４
、８
０
０
円

１９
　

万
７
、５
０
０
円

２６
　

万
６
、０
０
０
円

３０
　

万
８
、３
０
０
円

３５

自
己
負
担
額

　
　

６
、１
５
０
円

１
万
６
、５
８
０
円

１
万
９
、４
８
０
円

２
万
６
、７
５
０
円

３
万　
　
６
０
０
円

３
万
５
、８
３
０
円

上
記
の
利
用
限
度
額
と
は
別
枠
の
サ
ー
ビ
ス

●
福
祉
用
具
購
入
費  
…
…
…
１
年
間　

万
円
ま
で

１０

●
住
宅
改
修
費  
…
…
…
…
…
…
…
…　

万
円
ま
で

２０

※自己負担額は限度額まで
サービスを利用した場合
の負担額です。

介
護
介
護 
介
護 

サ
ー
ビ
ス
の 

利
用
利
用
と
料
金
料
金 

利
用
と
料
金 

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
の
負
担
額

施
設
サ
ー
ビ
ス

費
の
１
割

＋

＋

＝

食
費
の
一
部

（
標
準
負
担
額
）

日
常
生
活
費

自
己
負
担
額

施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
１
割

（
要
介
護
３
／
１
カ
月
あ
た
り
）

介
護
老
人
福
祉
施
設

介
護
老
人
保
健
施
設

介
護
療
養
医
療
施
設

２
万
４
、５
４
０
円

２
万
７
、６
３
０
円

３
万
８
、０
７
０
円

食
費
の
標
準
負
担
額
（
１
カ
月
）

町
民
税

課
税
世
帯
の
方

町
民
税

非
課
税
世
帯
の
方

生
活
保
護

受
給
者
等
の
方

約
２
万
３
、４
０
０
円

（
１
日
７
８
０
円
）

約
１
万
５
、０
０
０
円

（
１
日
５
０
０
円
）

約　
　

９
、０
０
０
円

（
１
日
３
０
０
円
）

※
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
は
、
要
介
護
度
や
施
設
の
体
制
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

一
割
の
自
己
負
担
額（
保
険
該
当
部
分
）

が
、
あ
る
一
定
額
（
上
限
額
）
を
超
え
た

と
き
は
、
そ
の
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
、

負
担
が
軽
く
な
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。自

己
負
担
額
の
上
限

町
民
税

課
税
世
帯
の
方

町
民
税

非
課
税
世
帯
の
方

生
活
保
護

受
給
者
等
の
方

３
万
７
、２
０
０
円

２
万
４
、６
０
０
円

１
万
５
、０
０
０
円

介
護
相
談
員

　

町
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
疑
問
や
要
望
、
苦
情
等

の
相
談
に
応
じ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
を
図
る
た
め
に
、
介
護
相
談
員
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
て
困
っ

た
こ
と
、悩
み
、苦
情
・
要
望
等
を
、地
区
の

相
談
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

担
当
地
区

石　

川

沢　

田

母　

畑

野
木
沢

中　

谷

山　

橋

相
談
員
名

小
針　

昌
代

斎
藤　

幸
子

小
野　

恒
夫

高
木　

春
子

近
内
与
四
雄

南
條　
　

質

小
豆
畑　

豊

住
所
・
電
話
番
号

長
久
保
１
９
６
�
１
６

�
２
６
�
３
９
８
５

境
ノ
内
２
６
６
�
３

�
２
６
�
３
６
４
４

沢
井
字
深
谷
６
４
�
１

�
２
６
�
７
８
１
０

母
畑
字
樋
田
１
１
４
�
１

�
２
６
�
２
８
１
４

中
野
字
水
内
５
１

�
２
６
�
１
５
０
４

坂
路
字
野
出
ノ
内
１
２
３

�
２
６
�
５
５
０
７

山
形
字
大
下
４
６
２

�
２
６
�
４
４
８
２

●
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
�　

―
９
１
２
４

２６
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�
�
�
�
�

石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

パート⑥

　

国
で
は
、
地
球
温
暖
化
京
都
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
３
）
で
温
暖
化
ガ
ス
を
１
９
９
０
年

を
基
準
年
度
と
し
て
６
％
削
減
す
る
こ
と

で
合
意
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
６
％
削
減
目
標
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
削
減
に
加
え
て
、
森
林
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
権
取
引

な
ど
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
、
６
％
削
減

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
で
は
、
１
９
９
０
年
度
比
で
増
加
率

を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
平
成　

年
３
月
に
福
島
県
地
球

１２

温
暖
化
防
止
対
策
地
域
推
進
計
画
を
策
定

し
、
県
全
体
で
温
室
効
果
ガ
ス
を
１
９
９

０
年
度
を
基
準
年
度
と
し
て
８
％
削
減
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

石
川
町
で
は
、
町
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
な
ど
の
調
査
・
研
究
に
基
づ
い
て
、　

年
１０

間
で　

％
の
二
酸
化
炭
素
量
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
目
標
を
立
て
た「
石
川
町
地
域
省
エ

１５

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
号
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
度
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
家
庭
で
省
エ

ネ
に
取
り
組
ん
だ
場
合
の
試
算
と
効
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
国
・
県
を
参
考
に
し
た
、
石
川
町
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

町
全
体
で
二
酸
化
炭
素
を
現
状
か
ら　

％
の
削
減
を
め
ざ
し
ま
す

１５

　

●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
（　

・
３
％
）

１３

　

●
森
林
資
源
循
環
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
増
加
（
１
・
７
％
）

　

●
目
標
年
次
２
０
１
２
年

　

石
川
町
の
１
９
９
０
年
度
（
平
成
２
年

度
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
つ
い
て
は
、

　

年
度
の
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
、
電
気
販

９０売
量
の
推
移
な
ど
を
参
考
に
消
費
量
を
推

定
し
ま
し
た
。

国
の
目
標

福
島
県
の
目
標

石
川
町
の
目
標

伸
び
率
の
補
正

�
�
�

�
�
�

　

石
川
町
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
可
能
性

量
の
調
査
結
果
か
ら
、
平
成　

年
度
比
で

１３

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
Ｃ
Ｏ
２
を　

・
４
％
、

１２

森
林
吸
収
で
１
・
７
％
、
あ
わ
せ
て　

・
１４

１
％
の
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
で
き
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
こ
の
可
能
性
量
は
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
み
の
削
減
効
果
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

風
力
発
電
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
要
素
を

加
味
し
て
、
次
の
よ
う
に
目
標
設
定
し
ま

す
。
目
標
年
次
は
、　

年
後
の
２
０
１
２

１０

年
を
目
途
と
し
ま
す
。

消
費
量
の
伸
び
率

　

年
度
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

９０

９０年度比石川町販売電気量
（１０３ｋｗｈ／年）年　度

１．００７６，３３７１９９０年度

１．１６８８，３５５１９９５年度

１．２５９５，７１８２００１年度

石川町の販売電気量

　

国
全
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
推
移

は
、
電
気
が
１
・
２
８
、

全
体
で
１
・
１
６
と
い

う
増
加
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
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８
月　

日
、
母
畑
温
泉
「
八
幡
屋
」
で
、
今
年

１１

３
月
に
消
防
団
を
退
団
し
た　

人
と
そ
の
家
族

４１

へ
の
謝
恩
会
が
石
川
町
と
石
川
町
消
防
団
の
主

催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

退
団
し
た　

人
と
そ
の
家
族
そ
れ
ぞ
れ
に
退

４１

職
報
償
金
、
花
束
が
贈
ら
れ
、
西
牧
立
博
町
長
、

永
瀬
謙
助
団
長
、塩
田
金
次
郎
県
議
会
議
員
、前
・

角
田
美
公
町
議
会
議
長
ら
が
永
年
の
労
苦
を
労

い
ま
し
た
。

　

勤
続　

年
の
前
母
畑
分
団
長
の
渡
辺
正
行
さ

２３

ん
が
謝
辞
を
述
べ
、
荒
木
強
副
団
長
の
音
頭
で
乾

杯
し
、
懇
談
し
ま
し
た
。

　

８
月　

日
、
町
役
場
分
庁
舎
駐
車
場
に
あ
る
平

１５

和
の
像
前
で
町
民
平
和
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

平
和
の
会
の
酒
井
光
巳
代
表
（
山
形
）
が
「
平

和
の
尊
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
す
る
機
会
に
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
白
石
佳
子
さ
ん
（
下
泉
）

が
「
錦
州
高
女
の
ひ
め
ゆ
り
隊
」
と
し
て
満
州
で

終
戦
を
迎
え
た
経
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

西
牧
立
博
町
長
、
遺
族
会
の
水
野
勝
男
山
橋
分

会
長
、
石
川
小
の
藤
島
一
輝
さ
ん
・
拓
摩
さ
ん
兄

弟
ら
が
献
花
し
、
全
員
で
「
核
兵
器
廃
絶
・
不

戦
・
恒
久
平
和
の
町
宣
言
」
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

恒
久
平
和
を
願
い

町
民
平
和
祭

　

８
月　

日
〜　

日
ま
で
、母
畑
温
泉「
八
幡
屋
」

２１

２４

で
女
優
・
丘
み
つ
子
さ
ん
の
作
陶
展
が
昨
年
に
続

き
開
か
れ
、
女
性
フ
ァ
ン
な
ど
に
人
気
を
呼
ん
で

い
ま
し
た
。

　

箱
根
の
ア
ト
リ
エ
で
年
間
１
５
０
日
近
く
制

作
に
あ
て
て
き
た
手
び
ね
り
の
作
品
１
５
０
点

ほ
ど
が
展
示
即
売
さ
れ
ま
し
た
。
信
楽
、
織
部
焼

き
が
中
心
で
、
広
口
つ
ぼ
、
ぐ
い
呑
み
、
花
入
れ

な
ど
１
万
〜
３
万
の
作
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

丘
さ
ん
を
囲
む
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
開
か
れ
、
大

半
が
女
性
で
１
５
０
人
が
参
加
し
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

石
川
町
消
防
団　

人
の

４１

退
職
消
防
団
員
、家
族
に
感
謝

女
優
・
丘
み
つ
子
さ
ん
作
陶
展

女
性
フ
ァ
ン
に
人
気
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８
月　

日
、
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
・
石
川
の
総

２８

合
体
育
館
で
、
石
川
地
区
小
中
学
校
音
楽
祭
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

石
川
郡
内
か
ら　

の
小
学
校
と
８
つ
の
中
学

２１

校
が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

石
川
小
、
石
川
中
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で

東
北
大
会
出
場
を
決
め
て
い
ま
す
。

●
小
学
校
合
唱
▼
金
賞
＝
石
川
小（
代
表
校
）▼
銀
賞
＝
母
畑
小

●
小
学
校
合
奏
▼
金
賞
＝
石
川
小（
代
表
校
）、沢
田
小
▼
奨
励
賞
＝

山
形
小
、野
木
沢
小
、中
谷
二
小
、南
山
形
小

●
中
学
校
合
唱
▼
金
賞
＝
石
川
中（
代
表
校
）▼
銀
賞
＝
沢
田
中

●
中
学
校
合
奏
▼
金
賞
＝
石
川
中（
代
表
校
）

石
川
地
区
小
中
学
校
音
楽
祭

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表

　

９
月
４
日
、
須
賀
川
病
院
を
経
営
す
る
医
療
法

人
平
心
会
（
津
田
達
徳
理
事
長
）
が
、
沢
井
・
シ

キ
ボ
ウ
ナ
シ
ス
あ
と
４
、
９
２
０
坪
に
介
護
老
人

保
健
施
設
「
オ
ル
キ
ス
」
の
建
設
す
る
た
め
の
工

事
安
全
祈
願
祭
が
現
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
で
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
た

高
齢
者
ら
を
対
象
に
日
常
生
活
の
中
で
医
療
ケ

ア
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
し
な
が
ら
身
体
・
精
神
面

で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

定
員
は
１
０
０
床
。
建
物
は
鉄
骨
平
屋
１
、
５

５
２
坪
で
個
室
と
２
人
部
屋
が
中
心
と
な
り
ま

す
。

　

８
月　

日
、
石
川
更
生
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
塩

２３

沢
盆
踊
り
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

塩
沢
盆
踊
り
有
志
会
（
大
竹
隆
会
長
）
に
よ
る

も
の
で
、
地
域
住
民
の
交
流
な
ど
を
目
的
に
毎
年

行
わ
れ
て
お
り
、
曲
木
、
中
野
な
ど
の
子
ど
も
育

成
会
も
参
加
し
、
や
ぐ
ら
の
周
り
に
大
き
な
輪
を

つ
く
り
踊
り
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
な
ど
多
数
の
景
品
も
用
意
さ

れ
、
景
気
の
よ
い
太
鼓
や
笛
、
元
気
な
歌
声
が
響

き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
綿
あ
め
や

か
き
氷
な
ど
の
出
店
は
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を

集
め
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
輪
を
広
げ

塩
沢
盆
踊
り
大
会

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。

沢
田
地
区
に
老
人
保
健
施
設

「
オ
ル
キ
ス
」を
建
設
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

３
人
授
か
り
、
孫
が
２
人
に
な
り

ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年　

月
に
結

２８

１０

婚
。
戦
中
は　

歳
か
ら　

歳
ま
で

１８

２１

中
国
で
過
ご
し
、
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

帰
国
し
て
か
ら
は
、
稲
作
、
葉
タ
バ
コ
、

麦
、
畜
産
な
ど
の
農
業
で
生
計
を
立
て

ま
し
た
。
機
械
化
に
な
る
ま
で
苦
労
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
何
よ
り
、

健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ

て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

野
菜
づ
く
り
、
田
ん
ぼ
の
手
入
れ

や
、
た
ま
に
行
く
温
泉
旅
行
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

今
出
川
沿
い
の
桜
並
木
や
緑
豊
か

な
自
然
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

藤
扱
坂
か
ら
玉
川
村
須
釜
に
抜
け

る
道
路
の
拡
幅
整
備
で
す
。

職
業
▽
郡
山
市
に
あ
る
美
容
室
に
勤
め
て

い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

い
つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、

キ
レ
イ
な
物
を
見
た
り
、
お
い
し
い

物
を
食
べ
た
り
し
て
、
心
を
満
た
し
て
お

く
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

私
は
両
親
と
子
ど
も
だ
け
で
育
っ
た

の
で
、
サ
ザ
エ
さ
ん
の
よ
う
な
家
族

に
憧
れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
家
族
に

囲
ま
れ
て
生
活
す
る
こ
と
が
、
私
の
夢
で

す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

開
発
、
整
備
、
ま
ち
が
発
展
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
が
、
美
し
い
自
然
を

こ
の
ま
ま
残
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

人
情
が
厚
く
、
包
容
力
が
あ
り
、
何

事
に
も
情
熱
を
持
っ
て
い
る
人
が
好

き
で
す
。

次
回
は
、
遠
藤
さ
ん
の
紹
介
で
、

山
崎　

秀
生
さ
ん
で
す
。

滝
口　

音　

昭
さ
ん（　

歳
）

７６

　
　
　

タ
カ
ヨ
さ
ん（　

歳
）

６８

住
所
／
母
畑
字
前
牛
沼

●沢井字観音山

遠藤美智子さん（２２歳）

近内　麻央    ちゃん
ま お

塩沢字禿山　　　　　　　　　
正明さん・朋子さんの二女　　
平成１４年８月２８日生まれ　　　
「お姉ちゃんと２人仲良く、元気
で明るい女の子に育ってね!!」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。



高
齢
者
施
設
、病
院
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
で
音
楽
療
法
、コ
ン
サ
ー
ト
を

東京都 高倉　真理子さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

愛
知
県
の
中
南
部
に
位
置
し
、
名
古

屋
市
、
豊
田
市
へ
の
通
勤
、
通
学
圏
と

い
う
地
理
的
条
件
の
良
さ
か
ら
住
宅
地

と
し
て
栄
え
、
大
都
市
に
隣
接
し
な
が

ら
も
、
自
然
環
境
豊
か
な
人
口
約
３
万

７
千
人
の
愛
知
郡
東
郷
町
で
す
。

　

帰
省
す
る
た
び
に
景
色
が
変
わ
り
、

昔
遊
ん
だ
場
所
が
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に

開
発
さ
れ
、
淋
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
に
来
ま
し
た
。

５９

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

緑
が
多
く
、
空
気
が
お
い
し
い
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
人
と
の
繋
が
り
も

密
接
で
、
人
情
味
が
厚
く
、
温
か
く
幸

せ
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
を
通
し
て
、
親
交
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

自
然
が
と
て
も
よ
い
の
で
、
都
会
か

ら
戻
っ
て
き
や
す
く
、
戻
り
た
く
な
る
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
自
然
の
豊
か
さ
な
ど
、
子

育
て
の
し
や
す
い
地
域
な
の
で
、
い
い

町
だ
な
あ
と
思
っ
て
も
ら
え
る
町
づ
く

り
を
望
み
ま
す
。

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲ お忙しい中お越しいただいた
皆様、本当にありがとうござい
ました。（自宅でのコンサート
のようす）
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高
田

矢
内
久
美
枝
さ
ん愛知県東郷町愛知県東郷町

◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

北
町
で
生
ま
れ
、
６
歳
か
ら
新
町
、
９
歳
か
ら
双
里
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

小
さ
い
頃
は
、
石
川
小
学
校
の
校
庭
で
、
シ
ー
ソ
ー
や
タ
イ

ヤ
遊
び
な
ど
を
し
て
よ
く
遊
び
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
で
は
、
合
唱
部
、
管
弦
楽
部
で
の
思
い
出
が
多

く
、
な
か
で
も
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
の
時
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
嬉

し
涙
、
悔
し
涙
を
流
し
た
事
や
、
夏
休
み
暑
い
体
育
館
で
練
習

し
て
い
た
日
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

音
楽
療
法
、
コ
ン
サ
ー
ト
企
画
・
演
奏
を
し
て
い
ま
す
。
音

楽
療
法
と
は
、
音
楽
を
媒
体
と
し
、
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、
機
能

の
維
持
・
回
復
な
ど
を
目
的
に
、
対
象
の
方
の
年
齢
、
音
楽
嗜

好
、
体
調
な
ど
に
合
わ
せ
、
様
々
な
音
楽
、
楽
器
を
用
い
て
行

い
ま
す
。
こ
の
仕
事
に
携
わ
る
中
で
、
対
象
の
方
の
笑
顔
や
、

喜
び
の
涙
・
声
を
聞
く
た
び
に
、
私
は
微
力
な
が
ら
、
お
役
に

立
て
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
、
ま
た
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
主
催
者
側
の
要
望
に
合
わ
せ
て
様
々
な
ジ

ャ
ン
ル
の
音
楽
を
、
様
々
な
楽
器
を
演
奏
す
る
方
々
と
共
に
行

っ
て
い
ま
す
。
聴
い
て
く
だ
さ
る
方
々
に
、
自
然
、
癒
し
、
活

力
な
ど
を
心
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
音
楽
を
奏
で
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
私
の
心
の
中
に
石
川
の
自
然
が
い

つ
も
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
ね
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

自
然
が
美
し
く
、
食
べ
物
が
美
味
し
い
町
で
す
。
現
在
の
住

ま
い
の
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
、�
生
産
地
・
福
島
県
石
川
町
�

の
卵
や
野
菜
を
見
か
け
る
と
、
嬉
し
く
な
り
い
つ
も
買
っ
て
い

ま
す
よ
。

草野　夏生    ちゃん

な つ き

曲木字仲ノ内　　　　　　　　
文明さん・薫さんの長女　　　
平成１４年８月１８日生まれ　　　
「上手に歩けるようになった
ね！これからもお兄ちゃんと楽
しく、仲良く遊ぼうね!!」
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市
町
村
と
い
っ
し
ょ
に

考
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す

　

市
町
村
の
連
携
の
あ
り
方
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
み
な
さ
ん
の
生
活

に
密
接
に
関
係
す
る
も
の
で
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
が
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
ま
ち
を
、
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
の
か
、
そ
の
た
め

に
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
の

が
よ
い
か
を
、
市
町
村
と
い
っ
し
ょ

に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

地域のことは
地域で…

果
樹
農
家
・
自
分
た
ち
が

で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い

坂
本　

智
子
さ
ん
●

さ
ん
●
新
屋
敷
字
新
覚

▲りんごの最盛期を迎える集荷場

▲沢田地区は平坦で田畑によいところ

不
人
気
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
自
分
が
経
営
者
で
あ
り
、

自
由
に
考
え
、
研
究
し
、
成
果
が
得
ら

れ
る
、
あ
る
意
味
企
業
的
な
感
覚
も
必

要
で
、
や
り
が
い
の
あ
る
職
業
だ
と
思

い
ま
す
。

　

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
息
子
た
ち
に
押

し
付
け
る
考
え
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
、

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命

や
る
だ
け
で
、
心
配
な
の
は
子
ど
も
た

ち
が
、
ど
ん
な
に
一
生
懸
命
高
校
、
大

学
に
進
学
し
て
も
、
そ
れ
を
活
か
せ
る

就
職
先
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
こ

と
で
す
。
は
じ
め
は
首
都
圏
に
い
た
と

し
て
も
、
い
ず
れ
は
ふ
る
さ
と
に
戻
っ

て
来
る
、
来
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
、
み
ん
な
と
一
緒
に
考
え
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

と
を
思
う
と
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

私
た
ち
農
家
に
と
り
、
後
継
者
の
問

題
は
、
将
来
設
計
を
す
る
う
え
で
不
安

な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
よ
う

な
天
候
で
収
穫
が
左
右
さ
れ
、
決
ま
っ

た
収
入
が
得
ら
れ
な
い
、
苦
労
し
た
分

の
報
い
が
少
な
い
な
ど
、
若
者
た
ち
に

　

余
暇
時
間
に
は
、
公
民
館
の
「
レ
デ

ィ
ー
ス
ス
ク
ー
ル
」
な
ど
に
出
か
け
、

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
で
は
、
自
宅
の

果
樹
を
使
っ
た「
り
ん
ご
づ
く
り
体
験
」

へ
の
協
力
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
今
年

か
ら
は
、
微
力
な
が
ら
公
民
館
運
営
審

議
委
員
会
の
委
員
を
努
め
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

白
河
、
郡
山
、
い
わ
き
の
中
間
地
点

に
あ
り
、
水
害
、
台
風
、
地
震
の
少
な

い
、
何
か
と
恵
ま
れ
た
地
域
か
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
沢
田
地
区
は
平
坦
で
、

田
畑
に
は
好
条
件
な
地
域
で
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

私
の
実
家
は
今
出
ダ
ム
建
設
予
定
地

域
な
の
で
、
確
定
す
れ
ば
水
没
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
若
夫
婦
は
前
向
き

に
考
え
て
い
る
反
面
、
私
は
両
親
の
こ

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

夫
と
り
ん
ご
、
な
し
、
水
稲
、
加
工

ト
マ
ト
の
専
業
農
家
を
営
ん
で
い
ま
す
。

冬
は
夫
が
果
樹
の
剪
定
、
私
は
賞
状
の

筒
を
製
造
す
る
町
内
の
会
社
に
勤
め
に

出
て
い
ま
す
。
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町
史
第
８
巻
各
論
編
２
は
「
民
俗
」

で
す
。
こ
の
民
俗
編
は
町
内
の
衣
食
住

の
す
が
た
を
は
じ
め
、
年
中
行
事
、
一

生
の
儀
礼
、
信
仰
と
芸
能
、
社
会
生
活

な
ど
、
我
々
の
昔
の
日
常
生
活
を
記
録

す
る
巻
で
す
。
町
史
本
編
全
９
巻
の
な

か
で
も
、
も
っ
と
も
身
近
な
こ
と
を
扱

う
巻
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
第
９
巻

「
文
化
・
旧
町
村
史
」
と
と
も
に
、
町

民
の
み
な
さ
ん
が
主
役
と
な
っ
て
作
る

巻
に
な
り
ま
す
。

　

募
集
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
当
面
の

活
動
は
、
昔
の
生
活
を
知
っ
て
い
る
町

内
の
お
年
寄
り
と
、
専
門
委
員
を
結
ぶ

役
割
に
な
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

応
募
し
、
半
世
紀
に
一
度
の
町
史
編
纂

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

民
俗
専
門
委
員
は
次
の
６
人
の
方
々

74

編
纂
室
だ
よ
り 

　

石
川
町
史
編
纂
事
業
は
、
現
在
研
究
者
を
専
門
委
員
に
委
嘱
し
、
専
門
部
会

を
設
立
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
の
文
化
部
会
、
自
然
部
会
、
古
代
中
世
部

会
に
続
き
、
本
年
度
は
６
月
に
考
古
部
会
、
８
月
に
民
俗
部
会
、
９
月
に
近
世

部
会
を
発
足
し
、
近
く
近
代
現
代
部
会
を
設
立
し
ま
す
。

募
集
し
ま
す

　完全学校週５日制実施により、子
どもたちが週末に家庭や地域で過ご
す時間が増えてきています。そこで、
今年度も子どもたちが豊かな体験が
できるよう教育委員会、公民館等で
週５日制対応事業を実施します。

中
谷
少
年
青
空
学
校

ぼ
く
も
わ
た
し
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

で
す
。

　

野
沢
謙
治
（
郡
山
女
子
大
教
授
）、
氏

家
武
夫
（
い
わ
き
市
暮
ら
し
の
伝
承
郷

館
長
）、
滝
沢
洋
之
（
会
津
民
俗
研
究
会

長
・
元
県
立
石
高
教
諭
）、
今
泉
令
子

（
小
野
町
ふ
る
さ
と
文
化
の
館
学
芸

員
）、
丹
野
香
須
美
（
東
日
本
国
際
大
附

属
昌
平
高
校
教
諭
）、
大
山
孝
正
（
県
文

化
振
興
事
業
団
学
芸
員
）

募
集
要
項

●
募
集
人
数
…
各
大
字
１
名
程
度
。
旧

石
川
町
は
４
名
程
度
。

●
仕
事
内
容
…
町
史
編
纂
全
般
に
関
わ

る
が
、
今
回
は
特
に
地
域
の
お
年
寄

り
を
専
門
委
員
に
紹
介
し
、
専
門
委

員
の
調
査
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先
…
教
育
委
員
会
町

史
編
纂
室　

�
２
６
�
９
１
３
８

●
そ
の
他
…
交
通
費
・
昼
食
代
程
度
を

支
給
す
る
。

６
月　

日
�

２９

　

中
谷
地
区
公
民
館
事
業
「
駒
止
湿
原
ハ

イ
キ
ン
グ
」
に　

人
の
児
童
が
参
加
し
ま

２７

し
た
。

　

こ
の
事
業
に
は
引
率
者
と
し
て
中
谷
一

小
、
中
谷
二
小
の
先
生
と
公
民
館
職
員
の

ほ
か
、
各
子
ど
も
育
成
会
な
ど
地
区
民
の

協
力
も
得
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
然
記
念
物
で
あ
る
湿
原
を
散
策
し
、

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
ワ
タ
ス
ゲ
な
ど
の
貴

重
な
植
物
を
観
察
し
、
自
然
の
素
晴
ら
し

さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

７
月　

日
�

３０

　

中
央
公
民
館
事
業
「
一
休
さ
ん
体
験
」

が
児
童　

人
参
加
の
も
と
、
長
泉
寺
で
行

２７

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
住
職
か
ら
座
禅
の
意
義
や
仕
方

の
説
明
を
受
け
て
、
実
際
に
座
禅
を
行
い

ま
し
た
。
足
の
組
み
方
が
う
ま
く
で
き
な

い
子
も
徐
々
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、　
１０

分
間
で
し
た
が
と
て
も
緊
張
感
の
あ
る
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
菩
薩
像
を

描
い
た
り
、
本
堂
の
清
掃
を
す
る
な
ど
お

寺
で
の
修
行
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ニッコウキスゲが咲く駒止湿原

なんでもね　体験するぞ　夏休み

町
史
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を

▲昭和２０年ころの中田の代かき風景（石陽史学会提供）
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役
所
へ
の
意
見
・
要
望
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

52

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る

省
エ
ネ　

の
提
案

１８

　

給
湯
温
度
を
高
め
に
設
定
し
て
ま

せ
ん
か
？

　

食
器
洗
い
に
使
用
す
る
お
湯
の
温

度
を
５
℃
低
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

役
所
（
国
・
県
・
市
町
村
）
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
公
団
等
の
仕
事
に
つ
い
て
、

処
理
や
説
明
に
納
得
で
き
な
い
、
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ
な
い
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
、
な
ど
の
苦
情
や

意
見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

給
湯
温
度
を
低

く
し
ま
し
ょ
う
。

例　

え　

ば

�
道
路
、
河
川
、
建
築
確
認

�
健
康
保
険
、
国
民
健
康
保
険
、
年
金

�
環
境
衛
生
（
悪
臭
、
騒
音
等
）

�
郵
便
、
貯
金

�
労
災
保
険

�
老
人
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

�
登
記
事
務
な
ど
…

　工事の資材が、
通行の妨げとな
っていて困るの
で、注意してほ
しい。

　支給が遅れて困って
いるので、調べてほしい。

道路道路年金年金

や
わ
ら
か
さ
・
食
べ
や
す
さ
は

　

最
近
は
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
な
ど
で

「
や
わ
ら
か
く
食
べ
や
す
い
」
と
う
た

っ
た
食
品
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
お
じ
や
な
ど
主
食
の
ほ
か
、

肉
や
魚
料
理
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ

ー
が
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
食
品
を
そ
し
ゃ
く
力
の
弱
い
人

を
含
む　

歳
以
上
の
高
齢
者
約
４
０
０

６５

人
に
食
味
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

そ
し
ゃ
く
力
の
弱
い
人
で
も
、
十
分
や

わ
ら
か
く
飲
み
込
み
や
す
い
と
い
う
結

果
が
得
ら
れ
た
も
の
の
、
か
え
っ
て
や

わ
ら
か
す
ぎ
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
し

た
。

選
ぶ
と
き
・
使
用
す
る
と
き
に
は

　

味
の
面
で
は
、
に
お
い
や
後
味
が
よ

く
な
い
と
評
価
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、

特
に
魚
料
理
や
鶏
肉
料
理
は
食
べ
残
す

人
が
あ
り
、
積
極
的
に
利
用
し
た
い
と

い
う
人
が
少
な
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

購
入
の
際
に
は
１
回
食
べ
て
み
て
気
に

入
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

　

栄
養
価
の
面
で
は
１
袋
あ
た
り
１
０

０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
前
後
で
す
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
食
品
で
１
食
に
す
る
に
は
３

種
類
く
ら
い
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
価
格
が
１
袋
で
１

２
０
〜
３
０
０
円
で
す
か
ら
３
種
類
を

組
み
合
わ
せ
る
と
費
用
が
８
０
０
円
程

度
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
の
食
品
の
中
に
は
、
豆

腐
や
卵
料
理
の
よ
う
に
本
来
や
わ
ら
か

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
や
わ
ら
か
く
食

べ
や
す
い
」
と
う
た
っ
た
食
品
を
一
般

食
品
に
組
み
合
わ
せ
て
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委

嘱
し
て
い
る
も
の
で
、
公
平
中
立
な
立

場
で
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

【
無
料
・
秘
密
厳
守
】

私
た
ち
の
ま
ち
の
行
政
相
談
員
は
、

鈴
木　

益
夫
さ
ん
で
す
。

新
町　
　

�　

�
２
３
６
８

２５

２６

　

鈴
木
さ
ん
が

　

街
か
ど
困
り
ご
と
相
談
所
を

　

開
設
し
ま
す

●
と
き
・
と
こ
ろ

�　

月　

日
（
金
）

１０

１７

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�　

月　

日
（
木
）

１０

２３

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

中
央
公
民
館

�　

月　

日
（
土
）

１０

２５

　

午
後
３
時
〜
午
後
５
時

　

エ
コ
ス
・
ハ
イ
マ
ー
ト
石
川
店
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　病気になったら早期に適切な治療
を受けることも大事ですが、まずはふ
だんからどうしたら病気を予防できる
かと考えることも重要です。次の１０
ポイントを参考に日常の生活習慣を
見直し、健康づくりにつとめましょう。 

1、栄養バランスを考えて、多種多様な食品
をとる 

2、朝・昼・晩の３食はきちんととる 
3、ふだんの生活のなかで、積極的にからだ
を動かす 

4、出かけるときは、歩いて行くようにこころ
がける 

5、入浴、睡眠で疲労はその日のうちに解消
する 

6、休日は趣味やスポーツで、気分転換をは
かる 

7、ストレスは、ためずにまず早めに対処す
る 

8、“百害あって一利なし”タバコはできれ
ば禁煙する 

9、お酒は適量を守り、上手につきあう 
10、定期的に健診を受け、結果を健康づくり
にいかす 

保険証は、国保の加入者であるという
証明書であり、お医者さんにかかると
きの受診券です。 

保険証のとりあつかい 

1 急病などにそなえて必ず手元に保管し
ましょう。 

2 他人に貸したり、借りたりしてはいけ
ません。罰せられます。 

3 コピーしたもの、有効期限が切れたも
のは使えません。 

4 お医者さんにかかるときは、必ず窓口
に提出しましょう。引き続き診療を受
けるときも、月が変わったら提出して
ください。 

　※保険証が変わったときは、必ず新しい保険証を提出し、変
わったことを伝えてください。 

　※長期の出張や修学などのために一時的に他の市区町村に住
むときは、もう１枚別個に保険証が交付されます。 

5 職場の健康保険に加入したり、他の市
区町村に転出したら使ってはいけませ
ん。すぐに国保へ返してください。 

医療費と健康生活 

　このまま医療費
が増え続けると、や
がて国保財政はパン
クし、やっていけなくなっ
てしまいます。 

　少しでも医療費を大切
にするために、みなさんの
ご協力をお願いします。 

　高齢化の進展などにより年々増え続ける
医療費は、日本全体ですでに30兆円を超え
ています。国保も例外ではなく、
医療費の増加により、苦しい
財政状況となっています。 

保険証（国民健康保険被保険者証） 治療よりも予防を 
生活習慣を見直しましょう 

今月の納期 町県民税（３期分）　国民健康保険税（４期分）　介護保険料（４期分）

になる
いい話。 ��������	
���������

　

よ
ち
よ
ち
歩
き
の
子
ど
も
た
ち
も
、
自
分

を
出
し
て
き
て
な
か
な
か
頼
も
し
い
時
期

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
歳
６
カ
月
く
ら
い
に
な
る
と
、
周
り
を

よ
く
見
て
い
て
、
ま
ね
っ
こ
や
お
手
伝
い
を

し
た
が
っ
た
り
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
ま
ね
や
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
、
ま
ね
が
上
手

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
学

ん
で
い
き
ま
す
が
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
を
学

ん
で
誉
め
ら
れ
た
り
、
破
っ
て
教
え
ら
れ
た

り
し
な
が
ら
、
人
と
の
関
係
や
社
会
の
ル
ー

ル
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

家
庭
で
は
、
あ
い
さ
つ
、
お
手
伝
い
、
起

き
る
時
間
、
寝
る
時
間
、
き
ち
ん
と
し
た
姿

勢
な
ど
生
活
上
の
ル
ー
ル
も
あ
れ
ば
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
、
う
そ
を
つ
か
な
い
、

な
ど
と
い
っ
た
道
徳
上
の
ル
ー
ル
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
目
で
、
子
育
て
し
て
い

ま
す
か
。

　

子
ど
も
は
で
き
な
い
の
は
あ
た
り
前
、
で

も
、
教
え
て
あ
げ
る
と
、
や
ろ
う
と
し
て
、

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
で
き
た
ら
、
よ

く
誉
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
普
段
か
ら
、
し

け
つ
に
一
貫
性
を
持
っ
て
、
夫
婦
が
よ
く
相

談
し
て
は
っ
き
り
し
た
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、

子
ど
も
と
親
も
そ
れ
を
守
る
と
い
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
姿
勢
で
子

ど
も
に
接
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

し
つ
け
に
つ
い
て

主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを
多様な食品を多様な食品を　　　　
組み合わせましょう！　　　　組み合わせましょう！

食品の栄養は、多くの種類を組み合わ　食品の栄養は、多くの種類を組み合わ
せることで、吸収力、働きなどが何倍にもせることで、吸収力、働きなどが何倍にも
上がり、彩りも良くなります。上がり、彩りも良くなります。
さらに主食、主菜、副菜のあるごはん中　さらに主食、主菜、副菜のあるごはん中
心の「日本型食生活」は、必要な栄養素を心の「日本型食生活」は、必要な栄養素を
バランス良く食べられます。バランス良く食べられます。

調理法が偏らない調理法が偏らない　　
ようにしましょう！　　ようにしましょう！

同じ食材でも揚げたり、煮たり　同じ食材でも揚げたり、煮たり
など様々な食感や味が楽しめまなど様々な食感や味が楽しめま
す。煮物、汁物でたくさん野菜をす。煮物、汁物でたくさん野菜を
食べましょう。食べましょう。

家族で外食を家族で外食を　　
楽しみましょう！　　楽しみましょう！

家族での外食は、楽しいひと　家族での外食は、楽しいひと
時を過ごす場であり、公共の場時を過ごす場であり、公共の場
でのマナーなどを知る機会でもでのマナーなどを知る機会でも
あります。外食で普段と違う“おあります。外食で普段と違う“お
いしさ”も味わいましょう。いしさ”も味わいましょう。

加工食品・調理食品を上手に加工食品・調理食品を上手に
組み合わせて手早くクッキング！組み合わせて手早くクッキング！

手作りの味は、家族に合わせた好ましい　手作りの味は、家族に合わせた好ましい
味です。でも、時間が足りない、もう一皿加味です。でも、時間が足りない、もう一皿加
えたい、お弁当のおかずが足りない時などえたい、お弁当のおかずが足りない時など
加工食品、お惣菜が重宝します。手作りの味加工食品、お惣菜が重宝します。手作りの味
に、少し加える程度で役立てましょう。に、少し加える程度で役立てましょう。

１０月２７日までに納めましょう
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募
　
集 

相
　
談 

h
ttp
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F
メ
ー
ル
 

石
川
町
音
楽
祭
を
開
催

音
楽
祭
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す　

●
と　

き　

平
成　

年　

月　

日
�

１５

１０

２５

　

午
後
６
時
開
場　

午
後
６
時　

分
開
演

３０

●
と
こ
ろ　

石
川
町
共
同
福
祉
施
設
ホ
ー
ル

　

入
場
無
料（
入
場
整
理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

●
出
演
団
体

　

琴
晶
会（
大
正
琴
） … 
「
風
雪
な
が
れ
旅
」ほ
か

　

フ
ラ
イ
デ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ（
ハ
ン
ド
・
ベ
ル
）

　
　
  
「
イ
ッ
ツ
・
ア
・
ス
モ
ー
ル
・
ワ
ー
ル
ド
」ほ
か

　

石
川
女
声
コ
ー
ラ
ス（
合
唱
）

　
　
 
…
…
…
…
…
…
…
… 
「
日
本
の
四
季
」ほ
か

　

筝
友
会（
お
琴
） …
…
…
…
… 
「
花
の
歌
」ほ
か

　

ギ
タ
リ
ス
タ
ス
石
川（
ギ
タ
ー
）

　
　
 
…
… 
「
戦
場
の
メ
リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
」ほ
か

　

石
川
吹
奏
楽
団（
吹
奏
楽
）

　
　
 
…
…
…
…
… 
「
時
代
劇
ス
ペ
シ
ャ
ル
」ほ
か

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館　

�
２
６
�
２
５
６
６

　

月
は

１０労
働
保
険
適
用
月
間
で
す

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
、
交

通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を

目
的
と
し
て
、
バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車

を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
保
険
で
す
。
車
検

制
度
の
な
い
バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
は
、

特
に
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意

を
！

●
お
問
い
合
わ
せ
先

h
ttp
://w
w
w
.jib
a
is
e
ki.c
o
m

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
�
２
０
０
３
母
衣
旗
ま
つ
り
�
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

で
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
、
お
友
だ
ち
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と　

き　

平
成　

年　

月　

日
�　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

１５

１０

１３

３０

●
と
こ
ろ　

母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

●
内　

容　

�
野
外
牛
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　

�
第　

回
母
畑
湖
畔
石
川
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

２５

　
　
　
　
　

�
ア
バ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー

　
　
　
　
　

�
ふ
わ
ふ
わ
＆
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　

�
う
ま
い
も
の
店
が
多
数
出
店

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

母
衣
旗
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

�
２
６
�
９
１
１
３

　

思
わ
ぬ
労
災

　

予
期
せ
ぬ
失
業

　

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
労
働
保
険

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

は
、
労
働
者
が
労
働
災
害
や
失
業
等
の

保
険
事
故
の
と
き
必
要
な
保
険
給
付
を

行
い
、
生
活
の
安
定
・
社
会
復
帰
や
再

就
職
の
促
進
・
雇
用
機
会
の
増
大
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
政
府
が
管

理
・
運
営
し
て
い
る
強
制
的
な
保
険
制

度
で
す
。

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん

　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

　

お
す
み
で
す
か
？

　

事
業
主
が
労
働
保
険
の
加
入
手
続
を

怠
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
遡
及
し
て
労

働
保
険
料
及
び
追
徴
金
を
徴
収
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
事
業
主
が
故
意
又
は
重
大

な
過
失
に
よ
り
労
災
保
険
の
保
険
関
係

成
立
届
を
提
出
し
て
い
な
い
期
間
中
に
、

労
働
災
害
が
生
じ
労
災
保
険
給
付
を
行

っ
た
場
合
、
遡
及
し
て
労
働
保
険
料
を

徴
収
す
る
ほ
か
労
災
保
険
給
付
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
主
が
雇
用
保
険
の
保
険

関
係
成
立
届
、
雇
用
保
険
適
用
事
業
所

設
置
届
及
び
追
徴
金
を
徴
収
す
る
ほ
か

に
、
労
働
者
の
方
が
、
失
業
を
し
た
場

合
等
に
支
給
さ
れ
る
給
付
に
つ
い
て
不

利
益
を
被
る
事
態
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

労
働
者
を
一
人
で
も

　

雇
用
し
て
い
れ
ば
、

　

労
働
保
険
に
加
入
し

　

労
働
保
険
料
を

　

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
の
両
保
険
の
こ
と
で
す
。
加
入
手
続

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公

共
職
業
安
定
所
）
又
は
労
働
保
険
事
務

組
合
（
労
働
保
険
の
事
務
を
代
行
す
る

団
体
で
、
商
工
会
、
事
業
協
同
組
合
等

が
あ
り
ま
す
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

福
島
県
地
方
労
働
委
員
会
で
は
、
み

な
さ
ん
の
職
場
の
中
で
お
き
て
い
る
賃

金
や
労
働
条
件
等
を
め
ぐ
る
労
使
間
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、出
張
相
談
会（
秘

密
厳
守
）
を
行
い
ま
す
。
労
働
者
・
使

用
者
を
問
わ
ず
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
で
す
。

　

な
お
、
労
使
ト
ラ
ブ
ル
に
か
か
る
相

談
は
、
来
所
や
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
で

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日　
　

時

　

平
成　

年　

月　

日
�

１５

１０

２６

　

午
後　

時　

分
〜
午
後
４
時

１２

３０

●
会　
　

場

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ

　

１
階
フ
ェ
ス
タ
広
場
（
郡
山
市
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局

　

�
０
２
４
�
５
２
１
�
７
５
９
４

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限

は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

職
場
の
労
使
ト
ラ
ブ
ル

相
談
会
の
お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

　

９
月
号
「
町
の
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」
の

な
か
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「
塩
釜
神
社
で
子
ど
も
た
ち
が�
す
も
う
�

大
会
」
の
な
か
の
５
行
目

（
誤
）
同
幼
稚
園
の
掛
田
清
皖
園
長

（
正
）
同
幼
稚
園
の
掛
田
勝
�
園
長

よ

し

き

よ
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新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

矢　

吹　

正　

道　
　
　
　

曲　

木

渡　

邉　

優　

子　
　
　
　

古
殿
町

生
田
目　

義　

則　
　
　
　

山　

形

小　

林　

麻　

美　
　
　
　

中
島
村

10・11月 

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

二　

瓶　

好　

房　
　
　
　
　

中　

野

渡　

邉　

庄　

助　
　
　
　
　

飛
ヶ
作

西　

倉　

チ
イ
子　
　
　
　
　

下　

泉

佐　

藤　

�　

吉　
　
　
　
　

大　

室

大　

戸　

千
代
子　
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老人福祉センター

同校

同校

母畑レークサイドセンター

クリスタルパーク・石川

町民グラウンド

同校

町民グラウンド

老人福祉センター

役場宿直室

心配ごと相談（午前１０時～）

統計の日

石川中石晶祭（～１９日）

沢田中学校祭（～１９日）

野焼き祭り（～１９日）

ＪＡカップ大会（～１９日）

（ミニバスケットボール・サッカー）

消防団検閲

秋の行政相談週間（～２７日）

南山形小創立１３０周年記念式典　

夕刊いしかわ杯Ａ・Ｃリーグ

ソフトボール大会　　

心配ごと相談（午前１０時～）

交通事故巡回相談（午前１０時～）

金
土

日
月
火
水
木
金
土
日

月
火

１７
１８

１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６

２７
２８
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クリスタルパーク・石川
同校

山橋地区特設コース

老人福祉センター
同校
同校
同校

麻薬・覚せい剤乱用防止運動（～１１月３０日）
全国青少年健全育成強調月間
職業能力開発月間
快適通勤推進月間
文化財保護強調週間（～７日）
計量記念日
県南高校新人ハンドボール大会（～２日）
山形小学習発表会
文化の日
第３４回全日本実業団自転車競技選手権大会
全国糖尿病週間（～１０日）

年金週間（～１２日）
心配ごと相談（午前１０時～）
母畑小フェスティバル
中一小総合学習発表会
沢田子どもフェスティバル
「１１９番」の日
秋季全国火災予防運動（～１５日）

税を知る週間（～１７日）
女性に対する暴力をなくす運動（～２５日）
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施設の紹介 

編 集 後 記  

町民憲章 
1.自然と文化を愛し 
　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　誇りある町をつくりましょう 

表 紙 の 登 場 人 物  

町の人口 

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
●URL/http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail/Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

●第199回● 
石川中学校 

　石川中学校は、一人ひとりが協力し合う学校で、学校行事では、全校生
613人が素晴らしい団結力を発揮します。また、美術の面では、全校絵
をかく会があり、一人ひとりが秋のよい日に、石川町のより美しい絵を描
こうとがんばっています。　　　　　　　　　　〔生徒会長・関根　淳〕 

写真提供／関根政信さん 写真提供／関根政信さん 

　名前のとおり茎を２メートルほど伸ばす、つる植物で、８
月～１０月にかけて、北海道から九州、朝鮮半島や中国、ア
ムール地方などにも分布しています。雑木林のへりなどに
生育し、斜面の下部のやや湿ったところを好みます。 

（ツルニンジン：キキョウ科） 

　山形保育所に通う、酒井晃（あき）さん（右前）
と祖父の良友さん（右後）、祖母のキヨノさん（左）
です。 

19,280人（－16） 

（  ）内前月比 

●9月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,420人（－  9） 
9,860人（－  7） 
5,601戸（－  1） 

　オーストラリア研修の特集で、過去に派遣され
た方4人の取材をしましたが、話をしてみて、視野
の広さというか、人間としての大きさを感じました。
いずれも、英語力の向上や海外への好奇心から始
まっているようです。人づくりにお金をかけること
は、目に見えず評価しにくいところもありますが、
理由はどこにあれ、外を見てみる、外から石川町を
見てみることは、ふるさとの良さ、足りなさを認識
できますし、石川町で活躍することが理想、しかし、
この研修がキッカケになり、日本、世界のどこかで、
石川町出身として活躍していることがわが町の財
産では…。　　　　　　　　　　　　（迎　茂城） 

「今出川の風景」 

「昔ながらの風景が残る新町
の今出川沿いで、木づくりの“通
学橋”と川の流れに気をつけ
て描きました」 
 

「私は、たくさんの日の光を
浴びている桜の木が気に入
り、色の濃淡を工夫しながら
描きました」 
 

西牧 元彬さん（2年） 
もとあき 

「桜の木のある風景」 

矢内　恵さん（3年） 
めぐみ 
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